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本日の内容 

• 人工心肺とは？ 

• 人工肺の進歩 

• 人工心肺に求められること 

   輸血削減と安全性向上 

• 経皮的心肺補助装置の効果 

• 人工心肺の未来 
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人工心肺とは？ 

3 

P 肺 

開心術など、心臓を止めて手術を行う際に、血液を体の
外で循環させ、人工肺と人工心肺装置（Pump）で、人体
の肺と心臓の機能を一時的に代替するシステム 

人工心肺装置（Pump） 人工肺 



1982年発売 
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1982年日本から世界初の中空糸膜型人工肺発売 

酸素
ガス 

静脈血 動脈血 

酸素加部 除泡部 

貯血部 

気泡 

気泡型人工肺 

1980年代までは血液に酸素ガスを直接吹き込む「気泡型」が主流だっ
たが、血液損傷の少ない「中空糸膜型」人工肺に移行していった。 

現在のタイプ 

人工肺の進歩 



日本の人工肺の世界シェア 
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2011年データ：テルモ社調べ 
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人工肺の進歩 



 ◎低侵襲・高齢者への適応 

   輸血削減 

   ⇒輸血副作用・感染リスクの低減 

   炎症反応低減 

   ⇒全身性炎症反応の低減 

 ◎安全性・操作性向上 

   Fail Safe、Fool Proof 

   ⇒医療事故防止  
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人工心肺に求められること 



7 

人工心肺に求められること⇒対策 

 ◎低侵襲・高齢者への適応 

   輸血削減 

   ⇒充填量低減、長期耐久性向上 

   炎症反応低減 

   ⇒血液適合性Coating 

 ◎安全性・操作性向上 

   Fail Safe、Fool Proof 

   ⇒各種安全装置の搭載 

   ⇒安全教育の実施  
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充填量低減による輸血削減効果：文献紹介 
米国Mayo Clinicにおける2年、3852例を対象とした調査結果 
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充填量低減による輸血削減効果：文献紹介 

術中最低Hgｂ値
の上昇 

無輸血率 

49％⇒56％ 

前項文献より一部抜粋 
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人工心肺の安全性向上 

P 肺 

2001年に日本国内で人工心肺の事故により患者
が死亡する事例が発生した。 

事故の原因は、装置の不具合に
より脱血が不十分となり、患者に
血液を送れなくなったことによる。 

関連３学会＊から、事故を起こした装置に対する
安全勧告が2003年に発表されたが、安全性向上
に対するさらなる取り組みが必要とされた。 

＊日本胸部外科学会・日本心臓血管外科学会・日本人工臓器学会 
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2001年の人工心肺事故を契機に、2007年に次のガイドライ
ン・安全勧告が制定された。 

 

①４学会１団体＊：「人工心肺装置の標準的接続方法および    

  それに応じた安全教育等に関するガイドライン」 
②日本体外循環技術医学会勧告：「人工心肺における安全 

 装置設置基準」 
 

＊日本胸部外科学会・日本心臓血管外科学会・日本人工臓器学会 

 日本体外循環技術医学会・日本医療器材工業会（現MTJAPAN） 

人工心肺回路への動脈フィルターの使用や、回路内圧の監視、
人工心肺装置のレベルセンサー・気泡検出器など、安全装置
の使用が推進された。 

人工心肺の安全性向上 
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人工心肺の安全性向上：安全装置 

ガイドライン・安全勧告によって、レベルセンサー、送血圧
力計、気泡検出器などが異常を感知すると、メインポンプ
を止める、あるいは減速するなどの自動制御を行う安全
装置が普及した。 

しかし、事故は無くならなかった。 

安全性の向上には、安全装置というHard面だけ
でなく、安全教育というSoft面が必要である。 

レベルセンサー装着状態 
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人工心肺の安全性向上：教育の必要性 

MTJAPAN各社は、心臓血管外科、麻酔科、臨床

工学技士の学会との協力により、実技セミナー等を
通じた安全教育にも取り組んでいる。 

安全装置 安全教育 

安全な体外循環 



• 1983年米国のPhillipsらが、経皮的挿入可能なカニュー
レと遠心ポンプを組み合わせた閉鎖回路による人工心
肺装置を考案。 

• 日本の医師が臨床に活用し、心停止例に対する緊急心
肺蘇生や、循環補助だけでなく、新型インフルエンザや
深部静脈血栓（DVT)による肺塞栓など、重症呼吸不全
に対しても効果をあげている。 
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経皮的心肺補助装置：日本育ちの救命手段 

経皮的心肺補助装置（PCPS）は、大腿動

静脈からアプローチする簡易型の体外循
環システム。広義のECMOの一種である。 
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経皮的心肺補助装置：回路と駆動装置 
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経皮的心肺補助装置の応用例 
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人工心肺の未来 

OPCAB、TAVIなど新しい 
外科手技に役立つ製品開発 

患者様のために 

より低侵襲へ 

さらなる安全性向上へ 

安全教育への参画 

適正使用情報の提供 

Hard面 Soft面 
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日本の人工心肺は、日本国産企業、輸入代
理店、海外企業が切磋琢磨し、お互いの競争
と協同によって新しい製品の開発、安全性の
向上を図っています。 

最後に 

MTJAPANの役割 
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多谢 

http://www.mtjapan.or.jp/jp/mtj/index.php

